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那
珂
湊
駅

殿山
駅

恵愛小林
クリニック

湊整形 釈迦町
年番事務所

田中後
交差点

水戸那珂湊線

那珂湊
警察センター

国道
245 号

勝田方面

しあわせプラザ
交差点

沢メキ
交差点

栄町 1町目
交差点

那珂湊第一小学校

那珂湊
中学校

那珂湊
第二小学校

那珂湊
高校

湊公園

名平洞公園

名平洞

那珂湊漁港
那珂川
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那珂湊漁業
協同組合 

稲野辺
木工

すみ
よし

湊保育園

堀川
保育園

安藤
肉店

常陽
銀行

つくば
銀行

伊勢増

ファミリー
マート ����

郵便局

さのや
金物

旧藤屋
ホテル

安藤
美容室

宮辰
商店

カスミ

カワチ
薬局

春日
ホテル

みなと
観光ホテル

華蔵院
第２駐車場

華蔵院
第1駐車場

鯉屋
質店

山田屋
不動産

文蔵
電機

湊歯科

ひたちなか市役所
那珂湊支所

お浜入り

那珂湊
保健相談センター

姥の懐
マリン
プール

井上
輪店

鳥惣

ファミリーマート

実行委員会
事務所

市警察署
警備本部

配置図

天満宮
天満宮
御仮殿

橿原神宮

水戸・勝田方面迂回路

駐車場迂回路

迂回路

大型車
右折禁止

阿
字
ヶ
浦

迂
回
路 駐

車
場

迂
回
路

大
洗
方
面

大
洗

海
門
橋

寿三角屋

漁村
センター

ドッグ
入口

交差点

東本町
交差点

森田
水産

ENEOS

旧

魚

市

場

海洋高校

横信
建材大平

医院
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セイブ

那珂湊総合
福祉センター

平
磯・阿

字
ヶ
浦

迂
回
路

大
洗
方
面

迂
回
路

迂
回
路

平磯
・阿
字ヶ
浦方
面

(海
岸線
)

大
洗
方
面
迂
回
路

魚市場前
交差点

勝田・水戸・日立方面迂回路

大洗方面

大洗方面

迂回路

迂回路

迂回路

天満宮
御旅所

平
磯
・
阿
字
ヶ
浦
方
面

那珂湊臨港線廃線跡道路

阿字ヶ浦
方面迂回路

海門橋からの

セブン
イレブン

トイレ駐車場 車両侵入禁止

避難場所 北側と南側で
近くの避難場所へ

※水戸那珂湊線より上部：北側、下部：南側
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時 間 帯 ◀ 詳しい情報は
みなと八朔まつり
WEBサイトにて
ご確認ください 
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天満宮御仮殿 ~ 天満宮御旅所
那珂湊駅前交差点～
那珂湊本町通り商店街  付近

天満宮御旅所 先

大漁の掛け声とともに御神輿が
海に入る圧巻の場面に注目 !! 今年は、12 町内の屋台とみろく、

獅子が一同に会し練り歩きます！

特別花火打ち上げ！クライマックス

の瞬間を屋台越しにご覧ください！

ひたちなか祭り

協賛 :ひたちなか商工会議所、ひたちなか市観光協会

主催：みなと八朔まつり実行委員会

公式HPにておまつり最新情報
各町屋台 位置情報を発信中!! みなと八朔まつり

3710839.com

那珂湊天満宮御祭禮
な か み な と て ん ま ん ぐ う ご さ い れ い

｜写真提供：船越知弘　|デザイン：ヤナチ製作所｜

伝える、結ぶ、広がる令和６・７年度 “茨城のおまつり”に選定
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アクセス

ご案内

£�¤¥¦§¨�©¨���ª«¬� ®¯°±��²� ³´µµ����¶ µ´·��
	��¸

〈 問い合わせ 〉   TEL  090-1856-8206  ( みなと八朔まつり実行委員会 )

交通規制の日時・区域に違反した場合は、
法による処罰の対象となります。
帰宅時間・お出かけの予定のある方は、
規制内容をご理解のうえご協力をお願い
いたします。
臨時駐車場のご利用をおすすめいたします。

道路は駐車禁止です

注 意 事 項

湊公園 駐車場

那珂湊漁業協同組合 臨時駐車場 

旧魚市場 臨時駐車場

華蔵院第２駐車場

華蔵院第 1 駐車場

ひたちなか市役所那珂湊支所
臨時駐車場

当日は交通規制で通行できないエリアが
あります。お越しの際には公共交通機関
「ひたちなか海浜鉄道湊線」の
ご利用をおすすめいたします。

海洋高校 臨時駐車場

駐車場について

8/24㈰ 20時
花火打ち上げ
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お楽しみ
ポイント
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お楽しみ
ポイント
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お楽しみ
ポイント屋
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入
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令和７年天満宮御祭禮日程表 各
町
屋
台

　
　

紹
介

お
よ
そ
３
０
０
年
前
か
ら
続
き
、

那
珂
湊
住
民
に
よ
っ
て

代
々
愛
さ
れ
続
け
、
伝
統
を
繋
い
で
き
た
、

格
式
高
い
神
事「
那
珂
湊
天
満
宮
御
祭
禮
」

別
名
「
み
な
と
八
朔
ま
つ
り
」

御
神
輿
が
海
に
入
る
「
お
浜
入
り
」、

祭
礼
に
は
「
獅
子
」
と
「
み
ろ
く
」
の

人
形
踊
り
や
、き
ら
び
や
か
な
各
町
内
の

「
屋
台
」
が
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

「
天
満
宮
御
祭
禮
」
は
、「
浜
下
り
祭
」
の

形
式
を
と
り
、
鎌
倉
時
代
に
、
海
の
中
に

見
つ
け
た
何
か
キ
ラ
キ
ラ
光
る
も
の
を
天
満
宮

に
お
祀
り
し
、
地
元
の
崇
敬
を
集
め
た
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
様
は
年
に
一
度
、
神
社
か
ら
お
出
ま
し
に

な
り
、
海
へ
お
帰
り
に
な
る
。
そ
の
後
、
町
内
を

一
巡
し
神
社
へ
お
戻
り
に
な
る
、
そ
れ
を
町
内

こ
ぞ
っ
て
ご
案
内
し
、
ま
た
神
社
に
お
迎
え
し

ま
す
。そ
れ
が
、こ
の
祭
礼
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

那
珂
湊
の
お
浜
入
り
は
、
数
百
人
の
若
衆
に

担
が
れ
た
御
神
輿
が
、
海
に
入
り
、
大
勢
の

観
衆
が
見
守
る
中
、
漁
師
町
・
港
町
で
あ
る

那
珂
湊
ら
し
い
手
荒
い
歓
待
を
受
け
ま
す
。

神
様
が
お
出
か
け
に
な
る
の
が
「
神
幸
祭
」、

お
帰
り
に
な
る
の
が
「
還
幸
祭
」
で
す
。

「
天
満
宮
御
祭
禮
」
で
は
、
天
満
宮
を
お
出

ま
し
に
な
っ
た
神
様
は
、「
御
仮
殿
」
に
て

お
泊
り
に
な
り
、
明
朝
６
時
、
和
田
町
の
海
岸

で
、
海
に
入
る
、
こ
れ
が
「
お
浜
入
り
」
で
す
。

お
ま
つ
り
の
始
ま
り

お
浜
入
り

お
ま
つ
り
の
見
ど
こ
ろ

「
供
奉
行
列
」
は
、御
神
輿
に
乗
っ
た
神
様
を
、

各
町
内
が
お
供
を
し
、
町
内
を
巡
行
し
ま
す
。

延
べ
千
数
百
人
に
及
ぶ
、
厳
か
な
供
奉
行
列

も
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
す
。

供
奉
行
列

ま
つ
り
の
風
流
物
と
し
て
、
豪
華
絢
爛
な

各
町
内
の
屋
台
も
、
多
く
の
人
を
惹
き

つ
け
る
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。
令
和
七
年
は
、

各
町
計
十
二
台
の
屋
台
が
出
場
予
定
で
す
。

各
町
屋
台

大
正
時
代
の
半
ば
か
ら
、
現
在
の
形
の
屋
台

が
主
流
に
な
り
、
笛
・
鐘
・
太
鼓
に
加
え

三
味
線
の
入
っ
た
お
囃
子
が
八
朔
祭
り
の

特
徴
。
祭
り
囃
子
と
し
て
三
味
線
が
加

わ
っ
た
こ
と
が
特
徴
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
囃
子
の
種
類
は
、
メ
イ
ン
は
「
お
っ
し
ゃ

い
」、「
四
丁
目
」・「
鎌
倉
」・「
と
っ
ぴ
き
」

等 

約
十
曲
、
局
面
・
状
況
に
よ
っ
て
ア
ッ
プ

テ
ン
ポ
か
ら
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
ま
で
使
い

分
け
、こ
れ
も
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
す
。

お
囃
子

その２

殿
山
町

小
川
町

牛
久
保
町

壱
町
目

六
町
目
獅
子

元
町
み
ろ
く

和
田
町

七
町
目

泉
町

四
町
目

釈
迦
町

龍
之
口
町

田
中
町

明
神
町

年番 釈迦町
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年 番 町 お 宮 参 り 神 幸 祭

例 祭　於 天 満 宮
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